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経験から捉えるアクティブラーニング―M.P.フォレットの経験論に基づいて―

西村　香織・侯　　利娟

要旨

平成24年の文部科学省による、いわゆる質

的転換答申以来、学修者の能動的な参加を採

り入れた学びが提唱され、アクティブラーニ

ングによる教育が積極的に導入されてきた。

こうした学びが必要とされるようになった理

由として、より根源的には、現在そしてこれ

からの組織や社会で生きていくために必要な

ことが、知識を得るだけでは学びえないから

であると考えられる。

これまで、個人における組織人格と個人人

格の葛藤や、組織内における価値観・意見の

相異、組織と社会におけるコンフリクトな

ど、組織や社会において生起するさまざまな

問題に向き合い、問題を克服する方途につい

ても少なからず検討してきたのが、経営学で

ある。しかし、アクティブラーニングに関す

る先行研究では、経営学の視点から、その学

びの本質について論究している研究はあまり

見られない。

そこで本稿では、経営学に採り入れられて

きた理論、特にM.P.フォレットの経験論か

ら、これからの組織で生きていくことに繋が

るアクティブラーニングの本質的な学びにつ

いて考察していく。J.デューイ等の教育研究

に見られるように、学修者の能動的な参加の

核心は「経験」にあると捉えられている。フォ

レットの経験論は、近代組織や社会の根底に

ある問題を深く問い、そこから経験とは何か

を明らかにし、経営学にも多くの示唆を与え

続けてきたからである。

フォレットが近代組織や社会の根底に捉え

たのは、「代替的経験」の問題である。代替

的経験とは、人と人との関係が、抽象化され

固定化された概念を媒介とした関係にすり替

わってしまうことを意味している。フォレッ

トは、この代替的経験の問題を乗り超えてい

くためには、経験を創造的にしていくしかな

いことを解き明かしている。フォレットが目

指すのは、統合の社会過程を実現していくこ

とである。異なる考えや価値観から生じるコ

ンフリクトを抑え込もうとするのではなく、

むしろ生かして価値の再評価を生じさせ、そ

こから新たな価値を創造していくことを説

く。より高いレベルでの統合は、このような

過程から実現するのであり、統合へと向かう

過程のその関係自体の活動が、創造的経験と

して把握される。しかし、経験を創造的にし

ていくことは、単なる参加を意味するのでは

ない。それは、相互作用の場において、自ら

参加観察者となって経験的実験に繰り返し臨

み、そこから生じてくるものがどのように概

念と交織して状況を進化させていくのかを観

察し記録していくことによって、はじめて可

能になるとフォレットは言う。

こうした内容をもつフォレット経験論から

は、アクティブラーニングが本質とする学び

に対しても、重要な示唆を得ることができ

る。その示唆とは、自らが当事者となって経

験を交織させ、現在の状況とこれから創り出

される状況に対して、その役割と責任を果た

していくことこそが、従来の組織や社会のあ

り方を超えていくために必要なあり方である

という示唆である。これからの教育では、自
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らの活動が今までとは異なる状況を創造でき

ることを理解しながら、当事者として、統合

に向けて経験を交織させてつづけていくこと

のできる人を育てることが求められている。

これに応えうる学びが、アクティブラーニン

グの本質とするより深い学びになると考えら

れる。

１．はじめに

現代社会は大きな変革の時を迎えている。

AIや環境問題、少子高齢化等、そのどれも

が組織や社会に根本的な変革を迫っている。

それを一言で言い表すとすれば、「成長と効

率化のみを中心とする近代社会の考え方や価

値観からの脱却」が求められていると言える

のではないだろうか。すなわち、近代社会の

考え方や価値観は、確かにこれまでの成長・

発展を支えてきたのであるが、そうした考え

方や価値観に囚われていては、これからの組

織や社会を支えていくことはできなくなって

きている。組織や社会をとりまく環境の変化

が、従来の考え方や価値観をラディカルに変

革していくことを求めているのである。

しかし、そのような変革はラディカルであ

るだけに、深く人々に浸透し、人々がその変

革を担い創り出していくというものでなけれ

ばならない。そこで重要な役割を果たすのが、

教育である。従来の考え方や価値観に囚われ

ないあり方を学び、それを実践できる人を育

てていくことが、今、不可欠となっている。

日本の教育分野においては、すでに新しい

学びのあり方が進められつつある。大きな

きっかけとなったのは、平成24年（2012年）

８月の文部科学省中央教育審議会答申であ

る。「新たな未来を築くための大学教育の質

的転換に向けて ～生涯学び続け、主体的に

考える力を育成する大学へ～」と題されたこ

の答申では、生涯にわたって学び続ける力、

主体的に考える力を持った人材は、受動的な

教育の場では育成することができないとの考

えに立ち、「教員と学生が意思疎通を図りつ

つ、一緒になって切磋琢磨し、相互に刺激を

与えながら知的に成長する場を創り、学生が

主体的に問題を発見し解を見いだしていく能

動的学修（アクティブ・ラーニング）への転

換が必要である」ことが提唱された１。これ

は、従来のような知識の伝達・注入を中心と

した学びとは異なる学びへの「質的転換」を

示す画期的な提唱であり、数多くの実例が報

告されているように、双方向の講義、演習、

実験、実習や実技等を中心とした授業導入へ

の重要な契機となった。

同答申では、アクティブラーニングとは、

「教員による一方向的な講義形式の教育とは

異なり、学修者の能動的な学修への参加を採

り入れた教授・学習法の総称」と定義されて

いる。そして、「学修者が能動的に学修する

ことによって、認知的、倫理的、社会的能

力、 教養、知識、経験を含めた汎用的能力の

育成を図る」ことが目指される２。では、そ

もそもなぜ「学修者の能動的な参加を採り入

れた教授・学習」ということが問われるよう

になったのであろうか。

学修者の能動的な参加を採り入れた教授・

学習ということが問われるようになった理由

には、もちろん教員による一方向的な講義形

式の教育では、学修者の学習意欲を高めるこ

とが難しいという方法論的な問題があったと

考えられる。しかし、より根源的には、組織

や社会が、従来の教育のあり方のみでは育て

られない力を必要とするようになったからで

あると考えられる。すなわち、アクティブ

ラーニングが必要とされるようになったの

は、現在そしてこれからの組織や社会で生き

ていくために必要なことが、知識を得るだけ

では学びえないからであると考えられるので

ある。

そうであるとすれば、アクティブラーニ

ングの研究においては、組織や社会において

何が求められているのかという視点からアク

ティブラーニングを捉えること、つまり、こ
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れからの組織や社会で生きていくことに繋が

るアクティブラーニングについての考察が重

要になってくる。これまで、個人における組

織人格と個人人格の葛藤や、組織内における

価値観・意見の相異、組織と社会（顧客・地

域住民・国家など）におけるコンフリクトな

ど、組織において生起するさまざまな問題に

相対し、また、これを克服する方途について

も少なからず検討してきたのが、経営学であ

る。そこで、本稿では、経営学をベースに、

経営学に採り入れられてきた理論の一つであ

るM.P.フォレットの経験論を軸として、「こ

れからの組織や社会で生きていくことに繋が

るアクティブラーニングとはどのようなもの

なのか」について考察していくこととしたい。

２．アクティブラーニングの本質とし
ての経験

アクティブラーニングが必要とされるよう

になった理由が、現在の組織や社会で生きて

いくために必要なことが知識を得るだけでは

学びえないからであるとすれば、アクティブ

ラーニングは、知識を得るだけではなく、ど

のような学びを内容として、人々を育ててい

こうとするのであろうか。

この問いについて考えるための一つの手が

かりとして、2020年度以降小学校から中学

校、高等学校へと順次実施される新しい学習

指導要領に目を向けてみたい。そこでは、「主

体的・対話的で深い学び」の視点に立った授

業改善を行うことで、学校教育における質の

高い学びを実現し、学習内容を深く理解し、

資質・能力を身に付け、生涯にわたって能動

的（アクティブ）に学び続けるようにするこ

とが明記されている。より具体的には、「学

びを人生や社会に生かそうとする、学びに向

かう力・人間性等の涵養」、「生きて働く知識・

技能の習得」、「未知の状況にも対応できる思

考力・判断力・表現力等の育成」という三

つの内容が示されている３。つまり、新学習

指導要領では、これから必要とされるものと

して、「学びを人生や社会に生かそうとする、

学びに向かう力・人間性」、「生きて働く知識・

技能」、そして、「未知の状況にも対応できる

思考力・判断力・表現力」を捉え、そのよう

な力や人間性を、主体的・対話的な深い学び、

質の高い学びの継続を通して培っていこうと

しているのである。

この新学習指導要領の内容を踏まえると、

アクティブラーニングの本質は果たしてどの

ように捉えることができるであろうか。新学

習指導要領によれば、これから必要とされる

力や人間性は、自らが生きていくことと同時

に、他者や社会、未知の状況と結びつき、そ

れらに対応し、それらを生かしていくものと

して示されている。アクティブラーニングは

そうした力や人間性を育てていくことを目指

すのであるが、このように自らが生きていく

ことと他者や社会、未知の状況とを結びつけ

るものとして把握されるのが、経験である。

よって、本稿では、アクティブラーニングの

本質を「経験」と捉える。

経験を教育の核心として捉えることは、こ

れまでの教育の研究においても行われてき

た。代表的な研究として挙げられるのは、J．

デューイの教育論である。デューイはその教

育論の中で、「経験の哲学に基づいた教育の

哲学が切実に必要とされている」と論じる。

しかしそれは、経験の重要性や経験の活動性

を強調するということだけではなく、何より

も重要なことは、もたれる経験の「質」を問

うことであると説く。デューイが教育にお

いて必要と考えたのは、「未来により望まし

い経験をもたらすことを促すような種類の経

験」である。それは、「教育的経験が意味す

るものを理解するにつれて生じてくる秩序や

組織化の原理を発見し、それを実施に移すた

めの意欲を喚起するもの」として把握される。

よって、教育者に課せられた仕事は、そのよ

うな質的経験を整えること、すなわち、経験

による新しい教育に相応しい種類の教材、方

法、社会関係をつくり出すこととなる４。



― 16 ―

西村　香織・侯　　利娟

このように経験は、引き続き起こってくる

更なる経験の中で生きていくものとして捉

えられるのであり、デューイはこの考えを

「経験の連続性の原理」として示している５。

デューイが経験の連続性の考えで明らかにし

ているのは、教師と生徒は対立的で支配的な

関係にあるのではなく、共に経験を創り出し

続けていく関係にあるということであったと

考えられる。こうした考えは、伝統的な教育

が中心を成していた当時の教育を念頭に置く

と、非常に画期的な考えであり、次に見てい

くフォレットの経験論との重なりを読み取る

こともできる６。しかし、このような重要な

考えを示しながらもなお、デューイの論究は

教育領域における子どもたちの個人的な経験

を中心にしており、組織や社会といった全体

との経験の交織の活動の視点は十分ではない

と言える。

デューイの教育論を例として見てきたが、

これまでの教育における先行研究では、「経

験」が重要な要因として取り上げられながら

も、組織や社会の問題に根ざし、そこを出発

点として教育の本質に迫ろうとする探究はあ

まり見られない。確かに、大学での経験が

企業におけるキャリア・組織行動に関係する

ことを論じる方向での研究はなされてきて

いる７。だが、その方向性のみではなく、組

織や社会の問題について問い掛け、それを乗

り超える方途を探求する方向から教育の本質

である経験に迫っていくアプローチが必要で

ある。つまり、現在必要とされるのは、近代

以降の組織や社会において何が根源的な問題

なのかを把握し、その問題を乗り超えて、こ

れからの組織や社会を切り拓いていこうとす

る考え方である。そして、この問いに向かい

合ってきたものとして、経営学を挙げること

ができる。

デューイが経験の哲学を論じたように、

「経験」は哲学の分野における主要な問いで

あり続けてきたが８、経営学、特にアメリカ

管理論においても、F.W.テイラーがその科

学的管理によって「経験から科学へ」を提唱

して以来、経験をどう捉えるかが、管理論の

誕生から現在に至るまでの非常に重要な問い

であり続けている。その中でも、経験とは如

何なるものかという問いについて、最も正面

から向かい合い論じていったのが、M.P.フォ

レットである。フォレットは、心理学・生物

学・生理学・政治学・哲学・法学・物理学等

の様々な研究領域からの最新の研究に依りな

がら、一般的な捉え方とは異なる独自の捉え

方で経験を把握し、そこから新しい社会過程

を導こうとする。このフォレットの経験につ

いての考察は、近代社会の考え方やその枠組

みを超える内容をもつものとなっている。し

たがって、フォレットの捉える経験の視点か

ら教育における経験について問い直してみる

ことは、アクティブラーニング等の教育がこ

れからの組織や社会との繋がりにおいて何を

目指すのか、そしてまた、どのようなことを

学びの本質とするのかについて、重要な示唆

を与えうると考えられる。

　では、フォレットは、どのようなものと

して経験を論じているのであろうか。次に、

フォレットの捉える経験について見ていくこ

ととしたい。

３．フォレットの経験論

３．１　代替的経験の問題

フォレットが経験についてその考えを最

も明らかに示しているのは、著書Creative 
Experience（1924年）においてである。よっ

てここでは、主としてCreative Experience
に基づいて、フォレットの捉える経験を明ら

かにしていきたい。

まず、Creative Experienceにおいてフォ

レットは近代組織と社会の根底にある問題を

どのように捉えているのであろうか。フォ

レットが活躍したのは、19世紀末から20世
紀初頭にかけてである。この時代もやはり、

大きな変革の時代であった。ヨーロッパから
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産業革命の波が押し寄せたアメリカでは、新

しい動力源を基に機械化が急速に進展し、鉄

道や通信網が整備され、大規模な工場が次々

と建設された。大量生産、大量流通、大量消

費の時代が幕を開けたのである。そしてそれ

は、管理の時代の始まりでもあった。企業を

代表とする近代組織においては、近代科学に

基づく客観的な原理や原則が示され、それに

従って仕事が遂行されるようになった。経済

的合理性や効率性が何よりも優先されるよう

になり、人々の働き方は標準化・均質化され

ていった。M.ウェーバーが「官僚制」とし

てその特徴を指摘したように、合法的な支

配・従属の関係が推し進められていったので

ある９。

また、政治や国際関係においては、世界的

な規模での大戦が起こり、その惨禍を経なが

らもなお国家間の対立は激化し、それを背景

にヨーロッパを中心としてファシズムが台頭

しつつあるという様相を呈していた。

すなわち、民主主義が標榜されつつも、現

実の社会では支配や抑圧、妥協が中心的な社

会過程となっていたのである。フォレット

の問題意識は、ここに置かれている。つま

り、なぜこのような支配や抑圧、妥協が中心

的な社会過程であり続けるのかということで

ある。そしてフォレットは、支配や抑圧、妥

協といった社会過程の根底にある問題とし

て、経験の代替化、「代替的経験（vicarious 

experience）」を捉えるのである。

では、経験の代替化＝代替的経験とは、如

何なることを意味しているのであろうか。そ

れは、人と人との関係が、抽象化され固定化

された概念を媒介とした関係にすり替わって

しまうことを意味するものとして捉えられ

る。フォレットは、主に専門家と法秩序の視

点から代替的経験を論じている10。「正確な

る情報（accurate information）」と社会的

「事実（facts）」が専門家によって与えられ、

人々がこれらを鵜呑みにすることによって、

その考え方、概念が抽象化され固定化されて

いく。このことはやがて、単に私たちの関係

を媒介しているにすぎないものを目的とし神

格化してしまうという誤りを生じさせ、人々

を縛る教義とそれへの固執化をもたらしてし

まうのである。

例えば管理に導入されたテイラー・システ

ムにおいては、工場における労働者の働き方

や仕事の目標、賃金等について、労働者と経

営者が互いに意見を出し合い、話し合いを積

み重ねることによって状況を改善していくと

いうのではなく、経営者の側が働き方の原

理・原則を一方的に決定し、労働者はそれ

に従うという方法が行われる。科学的な測定

に裏打ちされたとされる目標や方法は、科学

的であるという理由ゆえに普遍的な原理や原

則、絶対的な基準として扱われるようにな

り、その目標や方法、基準を守ることが目的

化し、人々の相互作用の活動を、原理・原則

を適用していくだけの過程、原理・原則によ

る調整や検証の過程に変えていくのである。

すなわち、「代替的経験」の問題とは、人々

が自ら経験する活動を行うことなく、それに

替えて、抽象化され固定化された概念として

の原理・原則に固執化し、それに縛られてし

まうあり方として把握される。

しかし、このような代替的経験からは、

人々の成長も組織や社会の前進も実現してい

かないと、フォレットは指摘する。なぜなら

ば、代替的経験は、すでに過去となった出来

事から得られ固定化された概念を適用し、調

整し検証することに止まるからである。組織

や社会においては常に新しい変化が生じてい

るのに、代替的経験によって過去に止まりつ

づければ、新しく生じてきた変化に対応して

行くことは出来ない。Creative Experience
でフォレットは、代替的経験を「概念的な画

（conceptual pictures）」に囲まれた部屋で

暮らすことに例えて表現しているが11、これ

は、他者と相互に関係し合うことなく、また

過去から現在そして未来へと前進していくこ

ともない状態の象徴である。つまり、代替的



― 18 ―

西村　香織・侯　　利娟

経験において人々は、他者と関係しあってい

ることの理解、そして概念が展開していくこ

との理解から閉ざされていると捉えられるの

である。

以上のことを踏まえて、フォレットは、こ

の代替的経験に収束しようとする動きからど

のようにすれば逃れていくことができるのか

について考察していく。AIや環境問題、少

子高齢化等の現代組織や社会が直面している

事態が、近代社会の考え方や価値観では捉え

きれない状況を生み出しているのであるとす

れば、代替的経験に収束しようとする動きか

ら逃れていくためのフォレットの試みは、重

要な示唆の一つになると考えられる。

３．２　フォレットの把握する経験

フォレットが代替的経験の問題を乗り超え

ていくために示していることは、簡潔に表せ

ば、人々が自らの経験を創造的なものにし続

けていくようにすることである。それでは、

経験を創造的していくとはどのようなことな

のか。

この問いについて考えていくには、その前

に、そもそもフォレットはなぜ経験について

論じたのか、フォレットにとって、経験とは

どのようなものとして捉えられているのかを

確認しておくことが必要と思われる。フォ

レットが経験について論じたのは、経験が生

きることそのものだからである。フォレット

にとって経験は、生きることの一つの要因で

はない。経験は、生きることそのものとして

把握されている。経験が生きることそのもの

だからこそ、代替的経験の問題は組織や社会

における人々のあり方を決定づけてしまう。

つまり、自ら経験することなく、専門家等の

考えや価値観にすべてを代替させてしまう

ことは、自分で自分の人生を生きていないこ

と、自分の人生の傍観者になることを意味す

る。そしてこのことは、支配や妥協の社会過

程へと繋がっていく。なぜならば、外から与

えられた考えを鵜吞みにすることによって、

強い力を持つ側の考えをもって他の考えや価

値観が統一化されたり、十分な議論を経るこ

となく多数決によって多くの票を集めた方の

意見が正しい考えと決められたり、近代科学

によってこれが客観的な真実であると示され

た内容が普遍的な原理として適用されていく

ことが生じてくるからである。そのような組

織や社会の中では、人々は、単なるばらばら

な個として存在するだけになり、一人ひとり

が生きるよろこびをもって、自分のものとし

ての人生を生きていくことからかけ離れてい

かざるをえない12。

では、人が生きる本来のあり方とは、どの

ようなものなのであろうか。それについて

フォレットは、近年の心理学等の研究に基づ

きながら考察を進めている。当時の心理学や

生理学の研究では、人が生きるということに

対して、「円環的反応（circular response）」、

「統合的行動（integrative behavior）」、「ゲ

シュタルト概念（the Gestalt Concept）」と

いう考えが明らかにされてきていた13。これ

らの考えは、人々は、相互に作用し合い影響

し合うひとまとまりの「状況（situation）」

にあること、その状況はさらに大きな「全体

状況（total situation）」とも相互に作用し

合っていること、そしてそれらの状況は相互

に作用し合い影響し合うことによって進化し

ていく「活動の過程」にあるということを示

すものであった14。すなわち、人が生きてい

くことの現実は、他者や組織、社会、自然と

の不断に関係づけられていく活動の中にある

のであり、このように相互に作用し合いなが

ら新たな状況を創り出していく「関係自体の

活動（activity-between）」が、経験として

捉えられるのである15。

フォレットが近代組織や社会の根底にある

問題として捉えた代替的経験の問題は、人々

が外から与えられた、抽象化され固定化され

た概念のみに従い、自ら経験する活動を行わ

なくなってしまうという問題であった。人々

が組織や社会をつくり生活していくために
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は、言葉や文字によって表されまとめられた

概念が必要である。しかし、過去の概念を固

定化し、それを基準として調整や検証を繰り

返すだけでは、新しく生じてくる変化に対応

することはできない。そこからは、新たな考

えや価値が生成しないからである。代替的

経験の問題を乗り超えて、新たな考えや価

値（昇価＝plusvalents）を創造するために

は、概念を関係自体の活動の中に位置づけて

捉えなければならない。つまり、概念は、「経

験が定式化されたもの（formulated）」、過

去のものとして捉えられるのではなく、この

瞬間に「経験を定式化しつづけていくもの

（formulating）」として捉え直されなければ

ならないのである16。

このことは同時に、経験が、「そのもの自

体を進化させていくもの（self-evolving）」

であり、「そのもの自体を新しくしていく

（self-renewing）過程」であることを意味

している17。こうした経験の本来の動態性は、

概念が、関係づけの活動の過程から生じてく

る「知覚されたもの（percept）」と統合さ

れて、常に再生されていくことから生じる。

すなわち、知覚されたものと概念が統合され

ることによって、人々の価値や利益の「再評

価（revaluation）」が生み出され18、この価

値や利益の再評価を通じて、それぞれの願望

を満たしうるような、これまでよりも高いレ

ベルの状況が創造されていくことになるので

ある。

３．３　創造的経験の実現に向けて

近代組織と社会の根底にある問題としての

代替的経験とは何か、そして、それを乗り超

えるために経験を創造的にしていくとはどう

いうことなのかについて、フォレットの考え

るところを読み解いてきたわけであるが、創

造的経験は、より具体的にはいかにしてなさ

れていくのであろうか。

これについてフォレットは、一人ひとり

が「参加観察者（participant-observers）」

となることの必要性を説いている。参加観

察者とは、どのような存在なのであろうか。

参加観察者の考え方には、フォレットの独

自の科学観、科学的態度の捉え方が表れて

いると考えられるが、フォレットによれば、

参加観察者とは、単なる観察を行う存在で

はなく、「人々の相互作用を生産的なものに

する実験（experiment）を繰り返し試み、

何が成功し何が失敗するのかをわれわれに

語ってくれる」存在である19。つまり、観察

（observation）と実験を行っていくことが

参加観察者の役割となる。

観察と実験は、主として自然科学が用いて

きた方法である。フォレットは、社会科学も

この自然科学の方法によるべきであり、わ

れわれ皆が科学的な精神的態度（scientific 

attitude of mind）を身につけることが必要

であると説いている20。しかし、フォレット

がとらえる観察と実験、そして科学的な精神

的態度は、自然科学において一般的に考えら

れているものとは異なっている21。自然科学

では、対象を専門分化し、限定された環境や

範囲の中で条件を変えながら観察と実験を行

う。そこから導き出された結果を、数値化し

て分析する。これに対して、フォレットが説

く観察と実験は、対象を細分化して捉える

のではなく、あくまでも関係づけられて動い

ていく全体の活動の中で行われる。自らの考

え方や価値観にできるかぎり囚われることな

く、異なる考えや価値観に向き合い、そこか

ら生じてくる相互作用や影響を、五感のすべ

てを通じて知覚し、知覚されたものを織り込

んで全体としてのまとまりを創りつつ、多様

性を保持して次なる過程に向かっていく22。

一人ひとりがこの活動に、それぞれの立場か

ら臨み、変化を観察し、専門家も含めて他の

人々の意見や考えと統合し続けていくのであ

る。この意味では、フォレットの捉える観察

と実験は、経験的観察であり、経験的実験と

言えるであろう。経験的観察と実験に臨み続

けていくところから、新しい考えや法則が状
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況全体として生成される。その考えや法則

は、それぞれの人々が役割を果たして生成さ

れたものであるから、皆が納得しうるものと

なっている。そしてそれは、人々にまとまり

（unity）と単純さ（simplicity）を与えなが

ら、さらに相互作用の運動の中に組み入れら

れていくことになる。

しかし、もし統合が実現せず、皆が納得し

うる考えや法則の生成に至らなかったとして

も、参加観察者としての役割を果たし続けて

いくことは重要な意味をもつ。交織しつづけ

ていく活動における相互作用によって、人々

の中に潜んでいた力が喚起され、エネルギー

が引き出されうるからである。力の喚起とエ

ネルギーの解放は、各自の視点を広げて、価

値の再評価を生じさせる。このようにして、

人々は成長していくことができ、同時に、組

織や社会の前進も実現していくのである。

　以上見てきたように、フォレットは近代組

織や社会の根底にある問題を、経験の代替化

として捉えた。人と人とが関係づけられてい

くいきいきとした活動が、抽象化され固定化

された概念を媒介とした関係に代替されてし

まうという問題の克服は、一人ひとりがその

経験を創造的なものとしていくことができる

かどうかに掛かっている。フォレットは、経

験の本質は、お互いが他方から潜在的な力を

喚起し、エネルギーを引き出していくことに

あると説く。それは、相互を自由にし続けて

いくことであり、フォレットはここに人間の

無限の可能性を捉えている。

フォレットの論究は、それぞれが異なる考

えや価値観をもつ存在であることを認識し、

それを対立と捉えるのではなく、それを生か

して、共に新しい状況をつくっていくことに

向かえるかどうかを、課題として問いかける

ことで終わっている。この問いかけは、経験

を交織していく活動の過程に当事者として参

加し、自らの経験を進化させていけるかど

うかという、私たち一人ひとりに向けられた

問いかけである。これにどのように応えるの

か。それが、これからの組織や社会の求める

ものへの応答になることを、フォレットの経

験論は示唆しているのである。

４．アクティブラーニングにおけるよ
り深い学びに向けて

４．１　アクティブラーニングが本質とする

学び

これまで、フォレットの経験論に沿って、

経験とは何かを問い直してきた。フォレット

の経験論からの示唆を踏まえたとき、アク

ティブラーニングが本質とする学びは、どの

ようなものとして考えられるであろうか。

結論から先に述べると、それは、一人ひと

りが状況を創っている「当事者」であること

を知ることであると考えられる。知識を得て

いく学びは、これまでの人々の様々な考え方

とあり方、そして歩みを私たちに教えてくれ

る。それを学ぶことには、重要な意義がある。

その意義とは、概念として確立されてきた知

識が与えられるということだけではなく、学

ぶことによってこれまで知らなかったことが

分かる喜びを得て、私たちの考え方や価値観

が揺さぶられ、変えられていくことにあると

考えられる。例えば、教育者の林竹二氏は、

座学の授業形態において、生徒たちに「なぜ」

と問い掛け、その問いに対する答えを生徒た

ちが話を聴きながら考え、最後に「分かっ

た」という喜びを得ることのできる学びを展

開し、多くの影響を与えている23。

しかし、一方向的な講義形式の授業におい

て知識を得るだけでは学びえないことがあ

る。それは、自分こそが状況を創る当事者で

あるという理解に至ることである。

では、当事者であることの理解を導く学び

とは、どのようなものであろうか。そこには

やはり、異なる考えや価値観をもつ多様な他

者との相互作用が必要になってくる。他者と

共に状況を創り出していく生きた経験の活動

が必要となるのである。

フォレットが社会科学に必要とされるもの
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として示したのは、瞬間瞬間にそれぞれの経

験の活動を交織させていくことであった。そ

れは、フォレットの言葉によれば、何である

か（what is）ではなく、こうあるべきであ

る（should-be）でもなく、いま創造されつ

つあるもの（what may be）を掴んでいく

ことである。例えば、組織や社会について考

えるとき、組織あるいは社会とは何かを考

え、組織や社会はどうあるべきかを考えるこ

とには、確かに大切な意味がある。しかし、

いま求められているのは、それを超えて、組

織や社会における実際の活動において創造さ

れつつあるものから、新たな考えや新たな価

値を生成していくことなのである。それは、

言葉や文字によって表され固定化されてしま

う前の知覚されたものと概念を統合していく

プロセスを、自らの生きる姿勢としていくこ

とである。

学びについても、私たちは、学びのよって

立つ基準を、過去の概念からいま瞬間瞬間に

生成されている“what may be”に向けてい

かなければならない。だがそれは、単に一方

向的な講義形式とは違う形式で授業を行うと

いうことではない。また、学生に単なる参加

の機会を与えるということにも止まらない。

当事者として他者と経験の活動を交織させ、

経験的な観察と実験に臨み続ける実践が必要

となっている。そのような学びによってはじ

めて、自分が置かれている状況は、他でもな

い自分が創り出してきたのであり、これから

の状況も自分自身が他者と共に創り出してい

くのだという当事者としての自覚を得ること

ができると考えられる。

４．２　アクティブラーニングにおけるより

深い学び

では、さらにより深い学びについて、問い

を深めてみよう。アクティブラーニングにお

ける本質的な学びが、当事者であることを理

解していく学びであるとすると、その学びは

組織や社会にどのような意味をもつのであろ

うか。つまり、他者と経験を交織していく活

動の当事者であることを理解し、観察と実験

を実践していくことは、何をもたらすのか。

実は、現在そしてこれからの組織や社会で

は、当事者として考え行動することが切実に

求められている。なぜ、切実に求められてい

るのかについて、ここでは主として二つのこ

とを取り上げ、それを通してより深い学びと

は何かを考えてみたい。

一つは、本稿においてこれまで考察してき

た内容に沿っている。すなわち、われわれの

組織や社会は、常に概念の固定化、経験の代

替化に傾斜していく傾向をもっている。特

に、20世紀に巨大化した企業は、さらにイン

ターネットやビッグデータ、クラウド等を駆

使して、私たちの趣向や考え方、生活全体の

傾向までをも把握し、企業にとって望ましい

方向へと誘導しようとしている。あらゆる分

野でAIが本格的に導入されれば、この傾向

はいっそう加速するかもしれない。世界でも

群を抜く巨大企業であるアマゾンは、まさに

こうした傾向を現実のものとして展開して見

せている24。

だがこうした傾向は、自然な相互作用の関

係、本来の人間同士が関係し合う活動からわ

れわれを遠ざけ、考えや価値観が均質化・統

一化される危険性をもっている。フォレット

はこの問題を代替的経験として捉え、代替的

経験においては、人々が自らの生をいきいき

と生きることはできないことを論じていっ

た。考えや価値観が均質化・統一化される危

険性の問題は、フォレットの当時とは異なる

現れ方で、深刻性を増してきていると考えら

れる。例えば歴史学者のユヴァル・ノア・ハ

ラリは、考えが均質化され統一化されていく

傾向のもつ問題性を「共同主観」という言葉

によって指摘している。ここでハラリは、現

実には主観的現実と客観的現実の他に共同主

観的レベルがあり、ほとんどの人の人生はこ

の共同主観的レベルにおける共通の物語の

ネットワークの中で、それが与える意味の
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ウェブの中でしか意味をもたないと論じてい

る25。また、メディアアーチストとして、テ

クノロジーや芸術論による非言語的アプロー

チによる近代の超克を論じている落合陽一氏

も、「プラットフォーム」の台頭を論じてい

る。現在の世界では、最も勢いのある企業た

ちがプラットフォーマーとなって、私たちの

生活に必要な様々なものを汎用化して、共有

させることで価値を提供している。しかし、

「それは同時にあらゆるものが汎用化されて、

共有されていく圧力を世界に与えている」の

であり、こうしたプラットフォーム＝基盤自

体に対する「全体批評性」を飲み込んでし

まっていることが指摘されるのである26。

現在の研究者たちのこのような研究から

も、これからの組織や社会を考える上で、考

えの均質化や統一化、経験の代替化の傾向に

流されることなく、多様な考えや価値観から

新たな考えや価値を創造していくことがいか

に重要となっているかを知ることができる。

そして、それを可能とする過程の実現におい

ては、当事者として考え活動することが、不

可欠となっているのである。

二つ目は、責任について考えるということ

である。地球環境の破壊とそれが原因とみら

れる自然災害、人為的ともいわれる災害等

が、深刻さを増している。企業等の組織の社

会的責任も、厳しく問われるようになってき

ている。特に、負の影響や負の状況が生じた

ときには、それが予期せぬことであっても、

誠実に取り組み、克服していくことが求めら

れる。このことは、経験の代替化の問題とま

さに結び付いている。なぜならば、自らの経

験を他から与えられた考えに代替すること

は、責任をも代替化させることを引き起こす

からである。

負の影響や負の状況に対応するにおいて最

も必要なあり方は、それを自分のこととして

受け止めて、共に考えていこうとするあり方

であると考えられる。反対に、最も深刻なの

は、自分には責任がない、自分とは関係のな

いこととして対するあり方であるだろう。そ

して、科学的実証に基づくとされる原理や原

則、あるいは多数決で決定された方針などに

自分の経験を代替させることは、出来事や状

況を自分のこととして受け止め考えることを

難しくしてしまうと考えられるのである。経

験を交織していく活動の役割を担い、状況を

創り出していく当事者として考え行動してい

くことによって、負の影響や負の状況を含む

あらゆる状況に対しても、自分自らが影響を

及ぼし創り出してきた状況として捉えていく

ことができるのである。

　それでは、当事者としての責任とは、どの

ように捉えられるのか。他者と経験を交織す

るとはどういうことなのであろうか。まず、

当事者の役割は個人的なものではなく、あく

まで他者と経験を交織していく活動としての

役割であることを確認しておかなければなら

ない。フォレットは、経験の本質を、お互い

が他方から潜在的な力を喚起し、エネルギー

を引き出していくことができることに求めて

いた。つまりフォレットは、他者と経験を交

織していく活動の当事者としての責任につい

て、それは、自らが観察と実験を行っていく

ことであると同時に、その経験を他者と交織

していくことによって、お互いが相手から潜

在的な力を喚起し、エネルギーを引き出して

いくことにあると把握していたのである27。

では、潜在的な力やエネルギーとは何なの

か。それは、私たちが本当に望んでいたもの

が生み出されることであると考えられる。つ

まり、私たちの「願望（desire）」は、自分

で認識しているものではなく、それは他者と

の経験の交織によって生み出されてくるので

ある。フォレットは、ニューイングランドの

村の例を引いて説明している。誰かが、ある

ニューイングランドの村について、その村は

社会福祉の部門をもつべきだと言った。住民

は、それが何であり、何のためのものである

かを知らなかったが、それを組織した。それ

から住民は、彼らの目的が何であったかを（あ
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たかも知っていたかのように）語り、自分た

ちはずっと社会サービスの部門を切望して

いたのだと考えるようになっていたという事

例である28。こうした事例にも明らかなよう

に、私たちは、「目的が先にあって、その目

的に自分たちの諸活動を適応させるのではな

いし、あるいは、諸々の原理が背後にあって、

その諸原理に自分たちの諸活動を適応させる

のでもない」29。活動があり、目的や概念は、

その活動から創り出されていくのである。

以上のことから当事者としての責任を考え

ると、それは、はじめから与えられている役

割や目的を果たすということではなく、お互

いの経験を交織させることによって、所与の

目的や原理に縛られていない本来の願望を生

み出し、そこから、潜在的な力とエネルギー

を引き出してくる責任と把握できる30。そし

て、このように責任を把握できるとき、当事

者として活動することは、負の影響や負の状

況に対しても自分のこととして受け止められ

ることを可能にすると同時に、そうした状況

を克服していく力とエネルギーをも引き出す

実践を実現することになる。

さて、ここまで、当事者であることを理解

していくことは、組織や社会にどのような意

味をもつのかについて考察してきた。それ

は、まず、考えの均質化や統一化、経験の代

替化の傾向に流されることなく、多様な考え

や価値から新たな考えや価値を創造してい

くことを可能にするという意味を持っている

と考えられる。さらに、負の影響や負の状況

に対しても自分のこととして受け止め、そう

した状況を克服していく力とエネルギーをお

互いから引き出しうる実践を行う責任を果た

していくことを可能にする。そして、これら

のことは、他者の重要性、他者と経験を交織

していくことの必要性を知ることに繋がって

いる31。アクティブラーニングにおける「よ

り深い学び」がこのような意味をもつ学びと

なっていくとき、その学びは、まさに人々が

これからの組織や社会でいきいきと生きてい

くことを実現していくものになると考えられ

るのである。

５．おわりに　―フォレットの考えか
ら示唆されるもの―

アクティブラーニングの本質をなすより深

い学びとは何かを、経営学の視点から、フォ

レットの経験論に基づく考えを基礎として考

察してきた。それは、人々がより豊かに生き

ていくことの出来る組織や社会のあり方に重

なるものであった。考えや価値観の異なる

人々がどのようにして協働していけるのか

は、組織や社会の基本的な問いであり、この

問いに応えることが、経営学の課題とすると

ころである。フォレットは、この問いの答え

として支配や妥協の社会過程ではなく、人々

の成長と結びついて組織や社会を前進させる

統合の社会過程を示した32。そして、私たち

の日々の経験を創造的にしていくことを提唱

したのである。

フォレットの経験論は、現実の組織や社会

における概念の固定化や経験の代替化を乗り

超えて、常に新たな状況を創り出していこう

とするものである。そして私たちは、すでに

このような関係自体の活動にある。私たちの

存在自体が、関係自体の活動を動かしていく

活性（activity）なのである。経験を創造的

にしていくことは、日々の活動において統合

を目指し、当事者として経験を交織させてい

く実験に臨み、そこから生じてくるものを観

察しさらに実験していくことができるかどう

かにかかっている。統合を目指して実践され

る、このような経験の交織の活動によって、

新たな考えや価値が創出され組織や社会が前

進していくと考えられるのである。

以上のようなフォレットの経験論は、アク

ティブラーニングの学びに、経営学の視点か

ら重要な示唆を与えるものである。アクティ

ブラーニングは、単に学生が参加するという

こと、あるいは単に何かを経験するというこ

とを、その学びの本質とするのではない。そ
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こでは、観察と実験に基づいて自らの経験を

交織し続けていくことが必要とされる。しか

も、このような活動は、統合に向けて進めら

れなくてはならないのである。

統合を目指して当事者として経験を交織し

続けていくことは、実は非常に厳しい過程で

ある。フォレットによれば、それは、石を踏

んで足が血だらけになるかもしれないほどの

過程である。これまでの考え方や慣習、専門

家等によって外から与えられた原理や原則に

従うことの方が容易であり、それゆえに人々

は代替的経験に傾斜してしまう。しかし、私

たちは、この厳しい過程を進まなければなら

ない。それを支えるのは、異なる意見や価値

観をもつ他者と誠実に向き合おうとする姿

勢、すなわち、一人ひとりの「インテグリティ

（integrity）」である。よって、アクティブラー

ニングのより深い学びとは、このインテグリ

ティを育てることであると考えられる。

このような学びには長い時間がかかるかも

しれない。だが、この学びが行われていくと

き、それは、これからの組織や社会で求めら

れるものに応えうる学びとなる。すなわちそ

の学びは、考えの均質化や統一化、経験の代

替化の傾向に流されることなく、多様な考え

や価値観を重視し、そこから新たな考えや価

値を創造することを可能にし、そして、負の

影響や負の状況に対しても自分のこととして

受け止め、そうした状況を克服していく力と

エネルギーをお互いから引き出しうる責任を

果たす実践となるのである。

原理や原則として示される考えや価値観

が、これまでの組織や社会を牽引するのに大

きな役割を果たしてきたことは事実である。

しかし、現代社会では、インターネットをは

じめとする情報通信機器等の目覚ましい技術

の進展が、組織や社会における人と人の繋が

り方をより直接的なものへと変えている33。

こうした新しい技術は、相手の顔がともに見

えない大量生産・大量消費の時代の生産と消

費のあり方や考え方を、「経験」をキーワー

ドとして大きく革新していく道を開くものと

なりうる。アクティブラーニングの経験を核

心とする学びも、新しく展開していく時代を

背景とし、経営学からの視点、そしてフォ

レットの経験論を一つの導きとして、それを

生かしながら、より深められていくことが求

められていると言うことができる。

本稿では、フォレットの把握する経験と教

育研究における経験の比較、フォレットの科

学観をどのように捉えるか、アクティブラー

ニングのより深い学びのもつ可能性について

の実践研究など、多くの研究課題が残ったま

まとなっている。これらの研究課題について、

さらに研究をすすめていくこととしたい。
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まれていた意味の中から、「生きていて、五官に

よって実際に見たり聞いたりこころみたりする」

という活動が消えてゆき、これまでに得た知識

や技術から客観的とされる原理や原則を導き出

し、生じてくる事態にそれをあてはめて判断す

ることが、経験として捉えられるようになって

いったと考えられる。それに対してフォレット

は、客観的な原理や原則にのみ委ねようとする

考えの固定化・固執化を乗り超える、組織や社

会、あるいは人々の生きた活動として、五感に

よる経験を提唱している。

23　林竹二（1987）『生きること学ぶこと』筑摩書房

を参照。

24　成毛眞（2018）『amazon 世界最先端の戦略がわ

かる』ダイヤモンド社を参照。

25　ユバル・ノア・ハラリ（2018）『ホモ・デウス（上）

―テクノロジーとサピエンスの未来』河出書房

新社、pp.179-187。

26　落合陽一（2018）『魔法の世紀』PLANETS、

pp.98-105。

27　フォレットは、権力についても、「支配する権力

（power-over）」ではなく、お互いの経験の交織

から生まれてくる「共にある力（power-with）」

に基づくべきことを主張している（Follett, C. 
E., pp.185-191.〔前掲訳書、pp.192-197〕。）

28　Follett, C. E., pp.85-86.（上掲訳書、p.96。）

29　Follett, C. E., p.86.（上掲訳書、p.97。）

30　フォレットは、次のようにも述べている。「願望

（wish）という考え方は、生命は、目的達成の

ために生かされているのではないということを

示してくれる。生命とは過程である…。その運

動は前進していく。だが、その動因となる力は、

前から（つまり、「エンド〔＝目的（end）〕」から）

ではなく、後ろから、つまり願望からもたらさ

れるものである。願望は、われわれ自身に内在

しているものである。（Follett, C. E., p.13.〔上

掲訳書、p.101［原注］（5）〕。）

31　他者については、大澤真幸氏による「偶有性」

あるいは「未来の他者」についての考察がある。

この考察は、代替的経験の問題を乗り超えるた

めの重要な視点になると考えられる。さらに研

究を進めていきたい。（大澤真幸（2016）『可能

なる革命』太田出版を参照。）

32　Creative Experienceの目的について、フォレッ

トは次のように述べている。「本書の目的は、次

のことを示唆することにある。すなわち、どう

すれば人々の願望が交織するのか、その方法を

探し求めることである。すなわち、個人の高邁

なる品性（integrity）を保つことが、同時に

社会的前進を伴うものになるにはどうすればよ

いか、その方法を探し求めることである。つま

り、われわれの日常的な経験をとおして、より

大なる精神的価値をどうすれば生み出していけ

るのか、このことを示唆するのが本書の目的で

ある」。（Follett, C. E., p.xiv.〔前掲訳書、p.6〕。）

33　例えば、生産者の取材記事と共に生産した食べ

物をセットで送り１万人以上の読者をかかえる

「食べる通信」や、農家や漁師が自ら生産物を出

品するスマホ通信アプリの「ポケットマルシェ」

といった新しいサービスなど、SNSやスマート

フォンという機器を媒介とした繋がりが、生産

者と消費者の間を直接の関係として構築しはじ

めている。そこでは、生産者の物語りまでをも

生産物と一緒に購入しようとする消費者と、ど

のような人たちが自分たちの生産したものをど

のような気持ちで受け取ってくれているのかを

知りたいとする生産者が、それぞれの経験を結

びつけているのである。（「生産者の“物語”を伝え

る！唯一無二！食べ物付き情報誌の全貌」『カン

ブリア宮殿』2019年２月14日放送を参照。）
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